
ボランティアセンターのスタッフが親切丁寧に教えてくれたので、不

安なく作業できた。 

メディアでも報道されなくなって、大分復興が進んでいると思ってい

たが、現地に行くとそんなことはなく、まだまだボランティアが必要と

感じた。（Ａさん） 

まだまだ復興が進んでいないことと、マスコミなどの報道もないため

にボランティアの必要性が伝わっていないと思います。個人的ではなく

て組織的にボランティアに参加することの必要性を感じました。 

職場でもみんなに話していきます。（Ｂさん）（１１月１４日丸森） 

 

ボランティア感想は今後もお伝えします。 

ボランティアは気が乗らなかったが、被災された方に協力できたとい

う事を感じて参加して良かった。（Ｃさん） 

現地に行くまでグループの方々と協力してできるのか不安であった

が、すぐに打ち解け協力してボランティア活動ができた。（Ｄさん） 

６人パーティーで床下の泥を取り除く作業であったが、スペースが広

く６人では１日作業をして１部屋しか出来なかった。現地を確認して適

切な人数を配置するべきと感じたと同時に、適切な人数が配置できない

くらいボランティアが少ないと感じた。（Ｅさん） 

丸森町は少しずつ復旧してきているが、瓦礫や被災ゴミの山を見た

時、処理に時間がかかり、台風前の生活になるまで、まだ時間がかかる。

お年寄りが多くボランティアがまだまだ必要と感じた。 

（Ｆさん）（１１月１９日丸森） 
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台風１９号復興支援カンパへのご協力 

よろしくお願いします。 


